







































































































を検討した。分析は全て SPSS 社の統計ソフト PASW 































因子を抽出した（表 １ ）。第 ５ 因子までの累積寄与率は
62.84％である。
　第 １ 因子は ９ 項目で構成され（Cronbach のα係数：α
=.882），「障害による生活上の支障（以下，「生活上の支障」
とした）」と命名した（平均値± SD=3.97±1.02）。第 2 因
子は ８ 項目で構成され（Cronbach のα係数：α=.857），
「障害者との距離感（以下，「距離感」）」と命名した（平
均 値 ± SD=3.64±1.06）。 第 ３ 因 子 は ５ 項 目 で 構 成 さ
れ（Cronbach のα係数：α=.761），「障害者の性格行動
特性（以下，「性格行動特性」）」と命名した（平均値±
SD=3.13±0.91）。第 ４ 因子は ３ 項目で構成され（Cronbach
のα係数：α=.824），「障害者の充実度（以下，「充実感」）」
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